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	報 告 者 氏 名
	高山貴美子

	大 会 名
	　２０１１　IODA　WORLD　CHAMPIONSHIP

	開 催 地
	ニュージーランド　ネイピア

	大 会 期 間
	２０１１　12月30日～　２０１２　1月１０日


	開催地域の

様子
	セーリングの文化が根付いたお国柄だということが　一目で分かりました。
町をあげて大会を盛り上げる雰囲気があり、ボランティアの動き、大会以外のイベントの部分でも　この大会を成功させようという気持ちが読み取れました。日本も同じ海に囲まれた島国であるのに、この差はなんだろう、と　うらやましかったです。　

	宿泊場所
	選手と同じ　オフィシャルホテル（コンドミニアム）に宿泊。
ハーバーが目の前で　空港からも１０分ほどで　なんの負担も感じませんでした。

きれいで整ったホテルでした。

	大会のサポーターへの対応は
	観覧艇が毎日出航し、GPS,　ライブ映像、など、大会を満喫できました。
レナード一家が　大会に日本チームのために、キッチンの整った部屋の確保など、お願いしてくれていて、大変助かりました。

	選手たちの

 コンディションは？


	全日、元気に過ごしました。
思いがけず寒かったので　風邪を引かないように　気をつけました。

選手によって　自分ひとりの時間を取ったり、音楽を聴いたり、読書をしたりして　セルフコントロールしていました。

	サポーターとして気をつけたことは？
	選手に手をかけすぎないこと。
全員が自覚をもって参加していたので　生活面では安心して見守ることができました。
寒かったので　体調は気になりました。幸い全員が元気に期間を過ごしました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	明るく社交的。オンもオフも切り替えて楽しんでいた。
日本の選手よりは　幼く感じたことも。

	日本の選手を見て感じたことは？


	照れがあるのか、大会最初からこの大会でなにがなんでも成績を残す、という気迫を表にだせる選手がいなかった。最後に追い上げようとしても遅い。
英語が不自由だったが　それなりにコミュニケーションをとっていた。それはそれでよかったのでは..。

今後、自主的に自分のあるべき方向を見つけて欲しい。

	Spare dayの過ごし方は？
	ネイピアの町まで　一時間海岸線を歩き、のんびり過ごしました。
めずらしく天気がよかったので　いい休日になりました。

	日本チームとして

の課題


	最初から力を出せないのは　大きな大会に場慣れしていないせいもあるのか、とも思いました。
クラブ自体がどこも少数になって、レベルがばらばらなせいもあり、より高いレベルの練習をすることが難しくなっているので　シビアに競い合う環境が練習からあれば　もっと強くなれると思います。

	ＪＯＤＡへの要望
	今回　花田監督のプレゼンで勝ち取った　アジア大会をすばらしい大会にしていただきたいです。

	その他

　
	この大会に参加するに当たって　準備いただいたJODA関係者のみなさま、応援いただいた皆様、ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

